
第16回 全国中学校選抜バドミントン大会
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全国中学校選抜競技大会を

はじめとする全国中学校体

育連盟の諸活動を支える重
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ております。

/1プ 総発売元 アオイ商事株式会社

製造元 株式会社 葵
東京都江東区深川2丁 目24番 12号 電話03-643-5801(代 表 )

秩父工場 秩父市中宮地町29番21号 電話0494-22-5241

rcatsege

」
IL議

■
■
１

「 1出

4

』

」

Ｌ
ｌ

■
ョ
ョ

嚇

iヽ

予

滅

__」



6.

7.

8.

9.

10。

11.

12.

1. abv.5=

2.大 会 役 員 ・……

3, 競 技 役 員 ・……

4.大 会 要 項 ・……

5.競 技 上 の注 意

全 国 中 学 校 体 育 連 盟 会 長

文   部   大   臣

栃 木 県 知 事

真 岡 市 長

栃 木 県 教 育 委 員 会 教 育 長

真  岡  市  教  育  長

(財 )栃 木 県 体 育 協 会 会 長

(財 )日 本バ ドミントン協会会長

栃 木 県 バ ドミン トン協 会会長

栃 木 県 中 学 校 体 育 連 盟 会長

目 次

鈴 木

藤 尾

渡 辺

菊 地

池 嶋

小 林

渡 辺

桜  内

岩 崎

大  房

雄 ……

雄 ・…・

誠

正

文

恒

和

　

文

義

純

信

一

郎

行

雄

郎

雄

茂

太
　
　
　
　
一二

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

9

11

13

14

15

23

　́
　
　
´
　

　

　

¨
　

　

　

¨

一　

　

一　

　

　

¨
　

　

¨

開 会 式 次 第

大会 日程 ・・

タイムテーブルと会場練習 …

組 合 せ ……… …̈

選 手 名 簿 ……………

……・ 16

……・ 17

過 去 の 栄冠 ・・・ 27

・̈・ 31実 行委 員 会 ・

-1-



全国中学校体育連盟

会長  鈴  木  誠太 郎

昭和61年 度、全国中学校選抜競技大会夏季15種 目の開催地 を、関東 プロッ

ク 1都 6県 にお願いいた しました ところ、本 日第16回 全国中学校選抜バ ドミ

ントン大会を鬼怒川の東、工業団地 として発展する真岡市で開催できました

ことを心か らお喜び申 しあげます。

さて、全国大会に参加された選手の皆さん/皆 さんは各都道府県大会やブ

あ  い  さ  つ

あ  い  さ  つ
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ロック大会を見事に勝ち抜き、選ばれて参加されました。その日ごろの努力と栄光をたたえます。

また、これまでにご指導いただいた指導者及び学校関係者に深く敬意を表 します。

また、皆さんはそれぞれの種目の各地域、学校代表 として、個人種日では記録への挑戦を、団体

種 目では技とチームワークを基 として、鍛え抜かれた心 0技・ 体の実力を十分発揮され、本年度の

中学チャンピオンを目指して下さい。そして試合の合間には全国や地元の皆さんと楽しい思い出と

なる友情の輪を広げて下さい。

皆さんの夢 とロマンを実現するために、競技においてはルールやマナーを守 り、正 しいプレーを

され、全力を尽されるよう望なます。

おわ りに、本大会を開催するにあた り、長い期間をかけて準備して下さり、細かな点までお心づ

かいをいただきましたすべての主管団体・関係者の皆様に、心から感謝申しあげあいさつといたし

ます。

0「 文部大臣 藤 尾 正 行

昭和61年 度全国中学校選抜競技大会が、開催されるに当た り、一言お祝い

の言葉を申し上げます。

近年、高齢化社会の進展や余暇時間の増大に伴い、日常生活の中でスポー

ツに親しみ、健康で充実した人生を送ろうとする人たちが増えてきておりま

すが、そのためには、早い機会にスポーツの魅力に触れ、基礎体力を向上さ

せることが肝要であります。

特に中学生の 3年 間は、人間の心や体が急速な成長を遂げる大変重要な時期であります。この時

期に体育・ スポーツに励み、建全な心 と体を培 うことは、生涯にわたって明るく充実 した生活を送

る上で、大いに役立つものであります。

選手諸君、全国大会出場本当におめで とう。諸君は、日頃の努力と厳しい練習の積み重ねが実を

結び、栄えある全国大会出場の栄誉を得られました。その感激もひときわ大きいことと存 じます。

どうか、これまでの練習の成果を十分に発揮 し、この中学生のスポーツの一大祭典を盛 り上げてく

ださい。そして、全国から集まった友達と親睦を深め合 ってください。本大会における経験を通 じ

て、諸君がより大きく成長することを願 ってやみやせん。

最後に、本大会の開催に当た り尽力された関係者の皆様に深 く敬意を表するとともに、本大会が

今後益 発々展することをお祈 りして、お祝いの言葉といた します。
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歓 迎 の あ い さ つ

栃木県知事  渡 辺 文 雄

全国各地から参加された選手、並びに役員の皆さん、ようこそおいで下さ

いました。

若さあふれる皆さんをお迎えし、ここ、栃木の地において第16回 全国中学

校バ ドミントン大会が開催されますことは誠に喜ばしく、心から歓迎申し上

げます。

皆さんは、日ごろより勉学にスポーツに若い情熱をかけ、精進を重ねてこられたからこそ各地の

激 しい予選を勝ち抜き、ここに栄えある全国大会への出場権を獲得することができたのだと思いま

す。私は、皆さんの、そのひたむきな姿に深 く感動するとともに本大会での活躍に大きな期待を寄

せるものであります。 どうぞ、鍛え抜いた技と力を十分発揮し、悔いのないプレーを展開するよう

がんばってください。

また、大会を通 じて出会った多くの友と、友情の輪を広げ、中学生時代の美しい思い出とされる

よう願 って止みません。

選手の皆さんが栄冠をめざして中学生 らしいさわやかな競技に徹し、一人一人が大きな成果を得

られ、さらに限 りなく前進されることを祈念し、あいさつといたします。

歓 迎 の あ い さ つ

真岡市長 菊 地 恒三郎

全国か ら参加 されました選手団、役員の皆 さん、 ようこそ栃木県真岡市に

おいで下 さいました。心か ら歓迎申 し上げます。

当市では 6年前昭和55年、第35回 国民体育大会が栃木県で開かれた際 に、

バ ドミントン競技の会場地 とな りまして、この総合体育館において、全国か

らの選手 をお迎 えして熱い試合が展開 されました。

その意味からも当市とバ ドミントンとの結びつきは深 く、この度の全国中学校選抜バ ドミントン

大会の開催を心待ちにしていたところであります。

さて、選手団の皆さんには厳 しい予戦に勝ち進まれ晴れて全国大会に出場してこられた訳であり

まして、その栄誉を讃えます とともに本日から行われます競技に全力を投 じられまして、悔いのな

い中学生時代の思い出に残る大会 として下さるようご祈念申し上げる次第であります^

ここ栃木県は自然、歴史、産物、観光など豊かな環境に恵まれた ところです。大会に熱い汗を流

したあとは栃木県の風土も楽しんでいかれますよう、そしてまたいつの日かインタハイであるいは

国体で再会できますことを期待いた しまして歓迎の挨拶 といた します。
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歓 迎 の あ い さ つ

栃木県教育委 員会教育長  池  嶋  和  雄

全国各地か ら、若 さあふれるた くましい選手の皆 さんや、役員の方 々を多

数お迎 えし、昭和61年 度第16回 全国中学校選抜バ ドミントン大会が本県にお

いて盛大に開催 され ます ことは誠に喜ば しく、心か ら歓迎申 し上げます。

選手の皆 さんは、 日ごろか ら苦 しい試練に耐 え、技 を磨 き、精進 を重ねて

全国大会出場の夢 を果た されたわけであ りますが、 これまでのひたむきな努

力に惜しみない拍手をおくるとともに、熱心に御指導に当たられた関係の先生方に対し、深く敬意

を表するものであります。

本県では「県民一人1ス ポーツ」を目標に広くスポーツに対する意識や関心が高まってきており、

県民が本大会の皆さんの活躍に寄せる期待も多大なものがあります。

どうか選手の皆さん、バ ドミントン競技の栄光をめざし、母校や郷土の期待に応えるよう、今日

まで培ってきた技と力を十分発揮して、はつらつとした元気なプレーを展開し、21世紀を担 う若い

力を示してください。

皆さんの健闘を祈念しまキ。
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歓 迎 の あ い さ つ

真岡市教育長  小  林 茂

昭和61年 度全国中学校選抜バ ドミントン大会開催にあた り、全国 9プ ロッ

クより選抜された栄誉ある皆さん、ようこそ真岡市においでくださいました。

若さにあふれ、心身ともに健康な皆さんをお迎えでき、この上もない喜びと

感激でいっぱいです。

さて、中学時代は、人間形成の最も大切な時期と言われています。

その中で、皆さんは自己の向上を目指し、「雨の日も風の日も」の言葉どおり、一日のゆるぎも

なく、全身全霊を打ち込んで自己の鍛練に努めてこられました。そこには、不平も不満もなく、あ

るものは、忍耐と努力と、ひたすら自己の日標に向かってまっしぐらに精進する美しい姿であった

はずです。もちろんその陰には、理解あるご両親のいつくしみ、熱心な先生のご指導があったから

にほかなりませんが……。

皆さんは、勉強とスポーツを両立させている模範的中学生でもあり、後輩の鏡でもあります。

本大会を中学時代の感動と歓喜で充実させ、模範的中学生の名に恥じぬよう、力いっぱいプレー

し、悔いのない試合を展開されますよう心よりご期待申し上げます。
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歓 迎 の あ い さ つ

財 団 法人 栃 木 県体 育協 会

会長 渡 辺 文 雄

本日ここに、全国の中学校から地区大会を勝ち抜かれた精鋭の選手諸君の参加のもと、第16回 全国

中学校選抜バドミントン大会がこのように盛大に開催されますことを心からお祝い申し上げます。

本大会は、学校教育の一環として、中学生の健全育成とスポーツの振興を目途に開催されておりま

すが、年々充実盛会をきわめられる一方、多くの優秀な人材を送 り出すなど日本スポーツ界の発展に

も大きな役割を果たしてまいりました。

これもひとえに関係機関・各位の御尽力と、中学生諸君がスポーツにひたむきに取 り組まれた成果

のたまものと、あらためて敬意を表する次第であります。

大会に参加される選手諸君、スポーツは自分で日標を定めそれを達成することに大きな意義があり

ます。どうか、競技に臨んでは日ごろの練習の成果を十分に発揮され悔いの無いよう、また、この機

会に友情の和を広げられ若さあふれる大会としてください。

おわりに、本大会の開催にあた りご尽力いただきます関係各位に対し心から感謝を申し上げまして

あいさつといたします。

財団法人 日本バ ドミン トン協会

会長 桜 内 義 灘

全国各地より激しい予選に勝ち、郷土と母校の名誉をになって集まった500余名の選手諸君を迎え、

第16回 全国中学校選抜バ ドミントン大会が第35回 栃木国体の会場で盛大に開催されますことは、誠に

意義深く欣快にたえません。

学校教育活動の一環として、スポーツは単に勝敗を競うものではなく、スパーツを通してたくまし

い心身を培い、協調・ 連帯性を養い、友情の輪を広げていくところに目的があります。青春時代の思

い出として本大会が諸君の人生にとってかけがえのないものとなることを信 じてやみません。

どうか選手諸君は、日頃錬磨の実力を発揮され最善を尽し、「 コー トの中に人生の教訓を拾 う」こ

とにより、皆さんを育ててこられたご家族や先生方のご厚意にこたえてほしいと思います。

終 りに、本大会開催にあた り、ご理解とご協力を賜わ りました関係各位に心からお礼申し上げます。
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あ  い  さ  つ
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歓 迎 の あ い さ つ

栃木県バ ドミン トン協会

会長  岩 崎 純 三
このたび、全国都道府県ならびに各プロックのきびしい予選を勝ち抜き、

将来の日本バ ドミントン界を背負って立つ若い精鋭をお迎えして、本大会を

第 35回栃木国体バ ドミントン競技の会場で開催できることは、誠に喜ば し

いことであります。

成長著しい中学生諸君の心身の健全な発達 と優れた知性・ 豊かな情操を育

むために、スポーツが果たす役割は大変大きいものであります。

どうか競技にのぞみ、日頃鍛えた力と技を充分に発揮 し、悔いのない試合を展開されることを望

みます。

また、この大会を通して友情を深め、よい思い出をつ くって下さい。

終 りに、本大会開催にあた り、ご民力賜わ りました関係者の皆様に深 く感謝申し上げ、今後中学

校バ ドミントン界の益々の発展を祈念し、併わせて本大会が成功のうちに終 りますよう、皆様のご

協力を心からお願い申し上げます。

歓 迎 の こ と ば

栃木県中学校体育連盟

会長  大  房  信  一

全国各都道府県並びに各プロックの厳しい予選を勝ち抜き、本大会出場の

栄を得 られた精鋭を一同に会し、第16回 全国中学校選抜バ ドミントン大会が

躍進 目覚しい工業団地真岡市で盛大に開催されますことを心からお喜びし歓

迎申し上げます。

本大会に参加されました選手諸君は、日頃鍛えた「技」 と「体力」を充分

発揮 し、母校の名誉と郷土の栄光のため、中学生 らしく最後まで正々堂々と覇を競 うよう諸君の健

闘を期待 してお ります。

激しい闘志の中にも、各都道府県、各学校間の友情を深め、スポーツ活動を通して、将来立派な

社会人として生きていくため、規則を守 り実践 して、明るく健康な生活が送れるよう希望します。

日頃御指導をいただいております先生方に深甚なる敬意を表 します。

終 りに、この大会の開催にあた り、御尽力いただきました関係各位に対して、心から御礼 と感謝

を申しあげまして挨拶 といた します。
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金治

精仁

原 二

宮下

野呂

藤田

天野

四島

相沢

成相

事 推津

長 板橋

長 南里

長 上杉

長 4ヽ 菅

長 4ヽ 林

奥田 敬和

内藤  健

松下 正寿

佐 々木洋平

布引 修二

須田 勝勇

吉川 芳男

大永 武二

神谷 一三

坂 日 常博

池上  任

4ヽ 原 嘉文

稲福 盛輝

北 口  博

永末 英一

山崎武三郎

森   康

阿久津順一

玉手  庸

中村  伝

西澤鉄太郎

栗木藤四郎

今村 時男

俊成  薫

鈴田 正武

真藤  恒

柴田 勝治

西村 尚治

渡辺 秀央

鈴木 辰雄

日野 貞夫

曽山  皓

清水規矩雄

後藤  淳

今井 鎮雄

石田 祥史

結城 健輔

脇屋 長可

遠井 稔男

雄

明

彦

右

雄

可

夫

信

之

好

子

強

三

茂

　

輔

三

　

昭

庸

辰

　

尚

安

弘

一
栄

　

仁

　

　

行

雄

樹

豊

敏

英

村

田

部

岡

戸

林

阿

参
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参

大 会 委 員 長

大会副委員長

委 員

坪江 清行

菅谷 好弘

飯野  昭

寺門 和之

別井 保男

金敷 芳雄

4ヽ 寺三五七

増渕 重雄

川島 作造

嶋田 和信

4｀ 林与三次

与 栃木県教育委 員会社 会 教育 課長

真 岡 市 教 育 委 員 会 教 育 次 長

栃 木 県 中 学 校 長 会 長

真 岡 市 4ヽ 中 学 校 長 会 長

栃木県バ ドミン トン協会 副 会長

真 岡 市 体 育 協 会 会 長

栃 木 県 中 学 校 体 育 連 盟 顧 問

栃木県中体連バ ドミントン部前部 長

栃 木 県 中 学 校 体 育 連 盟 理 事

読  売  新  聞  社  社  長

全 国 中 学 校 体 育 連 盟 理 事 長

全 国 中学校体育連盟副理事 長

勒  日本バ ド協会中体連担当理事

栃 木県中学校体育連盟副会 長

栃木県教育委員会保建体育課長

真 岡市 教育委 員会 教 務 課 長

全 国 中学校体育連盟副理事 長

松本 弘充 大兼 和夫 保坂 俊一

尚介 鈴木

増雄

信

大貫隆一郎 4ヽ池 文司 河田 嘉一

島

渕

草

増

吾

雄

兵

勇

女月

上

五

井

大橋

浜 口

池田

野澤

徳 田

鷺 谷

横地

加藤

後藤

4ヽ 山

4ヽ 越

浅井

鳥越

相場

神沢

富田

本郷

上原

近藤

別井

塚原

池山

花塚

岡本

菊地

加藤

西村

出口

黒木

川瀬

綿引

村山

渡辺

佐伯

久野

俊郎

義春

昌道

栄

有基

誠

岡」

正喜

敏夫

賢司

広忠

益夫

猛

清一

暁

善明

節生

正士

満

晃

紀子

栄

功先

彪

三郎

勝

幸衛

健次

武雄

清

幸雄

栄一

一之

信弘

4ヽ 池

田中

佐藤

福井

福尾

真鍋

政嘉

益哉

晃

直良

博志

涛夫

松本

熊谷

高倉

川上

吉田

森ロ

安部

里見

内藤

増田

加藤

斎藤  倍

荒井美恵子

武井 祥子

志村 正義

尾上  忠

国夫

康

司

之

一
雄

直

末

善

信

睦

良

迫

水

房

本

大

清

大

藤

福井

石 井

繭

茂

章

賢

藤

水

浦

　

岡

伊

清

長

　

福

美

徳

雄

稔

夫

淳

光

安

　

三

全 国 中 学校 体 育連 盟常 任理 事

全 国 中 体連 プロック代表理 事

勁  日本バ ドミントン協 会 理 事

(財 日本バ ドミン トン 協 会 監 事

栃木県バ ドミントン協会副理事長

栃木県バ ドミントン協会常務理事

栃 木 県 バ ドミン トン協 会 監 査

栃木県教育委員会保体課課長補佐

栃木県教委保体課課長補佐兼係長

真 岡市 教育委員会社会体育 課 長

全 国 中体 連 バ ドミン トン部長

全 国 中体 連 バ ドミン トン部員

務 全 国 中 学校体 育連盟事務局 長

全国中学校体育連盟事務局次 長

関 東 中 学校体育連盟事務局長

側)日 本バ ドミントン協会事務局長

栃 木県中 学 校 体 育 連 盟理 事長

実 行 委 員 会 事 務 局 長

実 行 委 員 会 事 務 局 次 長

知義

格 一

鍍一

笠 _

音吉

今」ヒ

鈴木

野村

基夫

龍平

嘉明

幸 一

森田

岡村

昇

恵吾

舘野

永山

政男

隆

田中

矢野

勉

純子

鈴木

武本

正一

た±,

総

渡辺  博
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競 技 役 員

長

長

長

員

員

員

員

曇

役

委

膝

ョ

技

務

務

彩

競

総

総

総

係

係

係

道報

送

付

報広

放

受

4ヽ 池  文 司

佐 伯  一 之

菊地  三郎

久 野  信弘

西村  幸 衛

出 口 健次

飯 塚   淳

坂 本 亨 子

坂 本  洋 子

真 岡中 PTA
松 本  久 子

武井  祥 子

石塚  光晴

堀 田 玲 子

永井佐 賀恵

斎藤   亘

田中  光 重

高橋  正 義

古 口 節 子

篠 原  隆

遠 井  稔 男

塚 原 紀 子

大 堀   円

高橋  正義

古谷  京 子

山崎  秀 男

吉 川 政 治

篠 崎  達 剛

遠藤  幸 夫

斎藤  倍

舘 野  政 雄

(補助生徒 )

カロ藤

新井

志 村

尾 上

神 長

尾 島

金 子

勝

毅

正 義

忠

信 夫

啓 子

典子

佐藤 啓子

綱川 玲子

橋 本由美子

宇賀神澄夫

五月女正光

臼井

久保

古谷

内藤

康 子

正

京 子

雅 伸

上 田

田中

矢野

渡 辺

精 一

勉

純 子

渡

扇

国井

福 田

猪 瀬

延 子

和 子

耕 夫

藤 衛

武 井  正 代

山崎  秀之

須藤 千 代 子

大 森 誠一 郎

南 川  史 子

木住野かおる

福 田 しず か

真岡中PTA
桜井 幸雄

真岡中PTA
坂本 高之

大 塚

鈴木

武 本

阿 部

哲 雄

正 一

月リ

浩

高橋 フ ミ子   大 島喜 代 子

係

係

係

　

通

　

係

係

　

係

長

長

員

係

　

係

交
　
　
　
　
碩
藤
委

護

待

場

　

　

務

典

　

集

委

に

　

行

　

録

泊
　
　
　
　
　
技
梅
技

救

接

会

　

宿

　

庶

式

　

召

競

競

競

進

　

記

石井 佳 子

吉村 三津子

(補助生徒 )

川 叉  和 子

川上 由美 子

川 叉  1和 子

大 野  久 明

4ヽ 川   浩

森   英 治

4ヽ 松 原 唯 弘

古 口 節 子

松井  智之

(補助生徒 )

新 川  稔   須藤   弘

上野  律 子   伊 東  清 和

係

長

長

係

ノ

　

判

ト

ト

判
ヤ
　
　
審
　
一

シ

審

副

コ

(一   般 )

(学   生 )

大 島  正志

4ヽ 川  民生

大 八木  正

笠井  孝之

大 高  正江

関 田  律 子

三 沢 真 奈美

久 木  文 子

安 藤 由美 子

別井  晃

石 井  佳 子

吉村三 津 子

長   文 男

橋 本 静江

伊 藤  純 敬

森 田  昇

荒井美 恵 子

平 間真 由美

藤 野  匡 史

入 江  久夫

青 柳  哲 夫

田上   悟

渡 辺  一 恵

金 子  浩

関   富 子

三富  久 子

主

(教

審

員 )

光 田

湯沢

和恵

雄一

本間  裕 美

南 雲  好 枝

岩崎 由起 子

(家 庭 婦 人 )
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競 技 役 員

線 審

真 岡 女 子 高

」ヽ 山 城 南

高 木 佐 代 子

船 崎  弘 美

塩 野 谷久 江

友弘

好 夫

正 義

健 司

倫一

則之

友美

裕二

智 成

道 男

力

裕

高橋 広美

平石真理子

田崎 博子

西野 奈美 子

天 川恵 美 子

市 村・ 真紀

半 田 洋之

入江  伸夫

4ヽ 関  幸満

法 師人 勝 男

中 川  健 一

鍛治浦 孝

得能 優樹

豊田 裕志

川上 新一

4｀ 出 博美

4ヽ 出 まゆみ

山 内 由理 江

庭 野

石崎

高 崎

裕 美

真美

朱美

真 岡 工 業 高 佐 藤

飯 山

4ヽ 貫

木下

木 村

真 岡 農 業 高 仙波

岩松

益  子  高 石 塚

三 嶋

大 塚

高橋

仁 平

芳  賀  高

森

光 田

′
Jヽ 川

阿部

松 山

敏 治

昌 明

義貴

宏二

淳也

須 田

今西

佐 藤

高 島

一則

弘征

直 樹

功

高野

上 野

真紀

圭 子

田村 由 里子   増渕  明美

上野   修

上 野  譲 二

釜野 井慎 一

細 谷  敬 司

仁平久美子

赤羽由紀子

神尾嘉奈子

前 田

栗 原

柳

4ヽ 日

邦 典

範行

正 好

立

福 田

中野

田中

清美

恵 子

明 子

大 根 田由美 子

上 野  裕 子

高

高

中

中

中

中

中

南

院

　

東

城

学

岡

　

村

前

内

山

新

　

岡

小

作

真

真

中

山

大

補 助 生 徒

バ ドミントン部生徒
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昭和 61年度 第 16回 全国中学校選抜バ ドミントン大会要項

1.目  的

催

援

主

後

２

３

管

期

主

会

４

ユ

この大会は、中学校教育の一環として、中学校生徒に広くバ ドミントン実践の機会を与え、

技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、心身ともに健康な中学校生徒を育成す

るとともに、中学校生徒の相互の親睦を図るものである。

全国中学校体育連盟、助日本バ ドミントン協会、栃木県教育委員会、真岡市教育委員会

文部省、全日本中学校長会、都道府県教育長協議会、栃木県、全国市町村教育委員会連合会、

動栃木県体育協会、真岡市、真岡市体育協会、読売新聞社

栃木県中学校体育連盟、栃木県バドミントン協会

8月 22日 (金 )開 会式 9:00   団体戦

8月 23日 (土 )団 体戦 (準決勝・決勝 )団体戦表彰式 個人戦

8月 24日 (日 )個 人戦 (準 決々勝～決勝 )個人戦表彰式 閉会式

真岡市総合体育館 (〒 321-43真岡市田町 1251-1 lEL 02858-4-2811)

男女とも学校対抗団体戦及び個人戦

(1)各都道府県中学校に在学する生徒であること。

(2)全国9プ ロックの競技要項により全国大会参加資格を得て、所属学校長及び各都道府県

中体連会長が認めた者とする。

参加生徒の引率・監督は出場校の教員であること。

団体戦 0個人戦9プ ロック(男女とも同数とする )。

団体編成 (1)団体戦チームは、監督 1名、選手5～ 7名 (同一校編成 )とする。

(2)事故などによる選手の変更は、監督会議開始前に大会事務局に申し出て、監

督会議の了承を得なけ
'翻

ばならない。

個人戦  単・複 (同一校編成 )を行い、参加数は上記の通りとする。

(1)昭和61年度日本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定による。

② 使用シャトル及びネットは、昭和61年度日本バドミントン協会検定合格合成シャトル

及びネットとする。

カールトン0ト ーナメントST、 ヨネックス●メイビス500
ゴーセンONS10&ヤ マハ●NSZ3、 カワサキ・ スタミナ

(1)ト ーナメント方式により優勝を決定する。 (三位決定戦は行わない )

(2)団体戦は、複 2・ 単1の対抗戦とし、複・単。複の順に行う。

(同一選手が、単と複、及び複と複を兼ねて出場することはできない )

③ 個人戦は、単・複を兼ねて出場することはできない。

(1)上位三位まで、全国中学校体育連盟、及び、日本バ ドミントン協会から賞状を授与する。

(2 団体及び個人の優勝者には、優勝杯及び トロフィーを授与し、入賞者 (優勝～三位 )に

は、メダルを授与する。

6会  場

7.種  目

a参 加資格

9引 率監督

lQ参 加 数

11. 競 技 規 則

12競 技方法

北海道 東 北 関 東 北信越 東 海 近 畿 中 国 四 国 九  州 開催地

団体戦

個人戦 2 3 4 2 2 3 2 2 3 1

13表  彰
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14.参加申込

15.組 合 せ

lQ 監督会議

17. 宿   ,自

18そ の 他

19.連 絡 先

所定の用紙で下記宛に書留にて郵送すること。

申込締切日 昭和61年 8月 12日 (火 )必 着

申 込 場所 昭和61年度第16回 全国中学校選抜バ ドミントン大会実行委員会

〒328 栃木市片机町 2-15-40
栃木市立栃木西中学校内(TEL 0282-22-5711)

大会実行委員会に一任する。

全国中体連競技部会

(1)競技部会 昭和61年 8月 21日 (木 ) 14:00～
(2)監督会議 昭和61年 8月 21日 (木 ) 16:30～

会場 真岡市青年婦人会館

(〒 321-43真岡市田町1344 1EL 02858-2-7153)
ワ|ほ1宿泊要項により、実行委員会が斡旋するので、8月 12日 (火 )ま でに申し込むこと。

(1)競技時の服装は、上衣・下衣とも「白単一色」を原則とし、日本バ ドミントン協会の推

薦したものを限度とする。

(2)下衣は、男子は長ズボン又は半バンツ、女子はスカート叉は半バンツ、ワンピースを着

用すること。なお、ソックスは白色とする。防寒叉は整髪のため白い運動帽子叉ははちま

きをよしとする力ヽ 体裁よく結ばなければならない。

(3)上衣の背面中央部には、必ず校名のマークをつけ

ること。マークの大きさは、縦 15翻、横30m、

文字は黒叉は濃紺とし、校名及び都道府県名を日本

文字(かい書 )で明記する。なお、上衣背面に直接

プリント等を刷る場合には、地模様・ ライン等に重

なってはならない。

(4)練習会場は後日連絡する。

(5)大会中の不慮の負傷、疾病については応急処置は

施す力ヽ それ以外の責任は負わない。

15a“

30a″

(6)監督に代わり、マネージャーがベンチに入ることができる。但しマネージャーは出場校

の教員叉は生徒であること。

8月 20日 (水 )以前及び 25日 (月 )以後

昭和61年度第 16回全国中学校選抜バ ドミントン大会実行委員会

栃木県栃木市立栃木西中学校  佐  伯  一  之

〒 328栃木県栃木市片柳町 2-15-40(・
「

EL 0282-22-5711)
夜間連絡先 (lEL 0285-23-6276)

8月 21日 (木 )よ り24日 (日 )まで

真岡市総合体育館

〒 321-43栃木県真岡市田町 1251-1(TEL 02858-4-2811)

※ 大会期間中、本部用として、「特設電話」を設置する。

(本部の特設電話番号は 02858-4-2972
FAx  02858-4-2973

○ ○ 中

栃  木

-12-



競 技 上 の 注 意

◎一般的事項 0会場使用上の事項

1.競技場の運動靴は、競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。

2.試合のため会場へ到着した ら「受付」をすませてから入場して下さい。

3.フ ロアーの上では、飲食は厳禁になってお ります。

4.応援は ″
声援

″でなく
″拍手 ″で行って下さい。

5.貴重品は、かならず各自で十分管理 してください。

6.その他は監督会議で連絡します。

◎競技上の事項

7.こ の大会は、現行 日本バ ドミントン協会競技規則、及び大会運営規定によって実施 します。

8.団体戦に参加のチームは、 30分前までにオーダー用紙 を進行係に提出してくだ さい。 30分 前

までに、 (ま たは、指示のあった時刻 までに )、 オーダー用紙 の提出がなか った時、または集合の

締切 り時刻 (競技開始時刻10分前 )に 集合 しなか った時は、棄権とみな します。

9.競技開始時刻10分 前には、集合場所のプラカー ドのところに集合、主審、線審、監督、選手 (エ

ン トリーされた者 )の順に整列 し、両チーム (選手 )が集合完了 した ら入場 します。

10.試合の進行状況に応 じて、 2コ ー トで並列 して試合 を行 う場合や、 コー トや競技開始時刻を変更

することがあ りますので、場内放送に十分注意 して くだ さい。

11.ベ ンチに入ることのできるのは、監督 と選手 (エ ントリーされた者 )だけです。

12.初 回戦の入、全試合を行います。勝敗決定後は、相手監督の了解 を得た場合、 メンバーの変更を

す ることがで きます。以後は 2点 先取後打切 ります。

13.主審が認めた以外、 タイムはい っさい認めません。

14.フ ァイナルゲームの場合は 5分間の休憩 をとります。

15.シ ャ トルは、審判が 5種類 (要項記載 )の シャ トルを準備 し、各試合ごとに トス (ジ ャンケン )

で決めます。

16.あ いさつ後、 3分ずつの練習時間を与 え、複、単、複の順で試合 をします。 (団体戦のとき )

17.サ ーバー確認のため、ダブルスの ファース トサーバーとファース トレジーバーは、 リポンをつけ

て くだ さい。

18.個人戦で、同一校が同時に 2コ ー トにまたがる試合の時、ベ ンチに入る者は、監督叉はマネージ

ャーとします。

◎審判上の事項

19.審判団は、厳正公平にその任にあたります。

20.抗議は、いっさい認めません。それとおぼしき言動はつつしんでください。不審な時は、礼儀正

しく当該プレーヤーが監督が主審に質問してください。もし判定に服さない時は、その試合を放棄

したものとみなします。

21.つ ぎのような行為は禁止されています。

① 試合中、みだりにコートをはなれること。 (コ ート外での汗ふきなど )

② サービスを故意におくらすこと、極端におそいレシーバーの構え。

③ 相手を威圧するような行為。

-13-



開 会 式 次 第

1.開式通告

2.選手入場

3.開 会宣言            大会委員長

5.全 国中体連、 日本バ ドミン トン協会旗等掲揚

6.優勝杯返還及び ンプ リカ贈呈

7.あいさつ

8.歓迎のことば

9.競技上の注意

10.審 判上の注意

11.選手宣誓

12.閉式通告

13.選手・ 役員退場

男子団体 熊本県 岱明中

女子団体 熊本県 京陵中

男子 単 熊本県 岱明中

男子 複 青森県 弘前一中

女子 単 熊本県 西原中

女子 複 熊本県 菊地南中

全国中学校体育連盟会長

側)日 本バ ドミントン協会会長

栃木県教育委員会教育長

真岡市長、生徒代表

競技委員長

審判長

選手代表

高村誠也

加藤 /今 組

宮村愛子

中原 / 甲斐組

閉 会 式 次 第

1.開式通告

2.選手入場

3.成績発表            競技委員長

4: 表  彰

5.講   評            審判長

6.あいさつ

7.国旗降納

8.全国中体連旗 0日 本バ ドミントン協会旗等降納

9.閉会宣言            大会委員長

10.閉 式通告

11.選手退場

-14-



練習会場及び プロック割当て

(1)真岡中学校体育館 (4面 )

関東代表、開催地代表

② 真岡東中学校体育館 (6面 )

北海道、東北、北信越、東海代表

③ 真岡女子高等学校体育館 (8面 )

近畿、中国、四国、九州代表

大  会   日  程

月    日 項 目 時   間 場

8月 21日 (木 )

練習場開設

競技部会 (プ ロック代表会 )

監督会議

13:00～17:00
14:00^-16:00

16:30´-17:30

真岡中ほか

真岡市青年婦人会館
″

8月 22日 (金 )

練習場開設

開会式 (入 場行進 を含む )

試合 (団体戦 )

10:00～17:00
8 :5Cレー9 :40

10:00‐ν17:00

真岡中ほか

真岡市総合体育館
″

8月 23日 (土 )

練習場開設

会場練習 (団 体戦準決勝出場校 )

試合 (団体戦 )

表彰式

試合 (個人戦 )

10:00´Ψ15:00
8:00～ 8:30
8 :40′ ウ`12:20
12:30‐V12:50

13:00-V17:00

真岡中ほか

真岡市総合体育館
″

″

″

8月 24日 (日 )

会場練習

試合 (個人戦準 々決勝 よ り )

閉会式

8 :00ヽ 8́ :50
9 :00～12:00
12:10´ ウヽ12:40

真岡市総合体育館
″

″
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タイム・テーブルと会場練習

(団 体戦 )
17

15

11 12

16

13 14

7 8 9 10

1 2

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18

(個 人戦 )

17 18 19 20

10 11 12 13 14 15 16

3 4 5 6 7 8

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21  22 23 24

※ 上記表中 BT・・・男子団体 GT¨・女子団体 BS・・・男子 単 GS・・・女子 単 BD…男子 複
GD… 女子 複 を示す。番号は、試合番号をしめす。

3 4 5 6

，

″

日 程

開

22

(金 試 合

(団 体戦 )

時 間  コート 6 7 8

8:50ヽ 9́:40
GTl10:0〔ンー11:40 BTl BT2 GT2 GT7

11:40´ヤ13:20 BT4 BT5 BT6 BT7 GT4 GT5 GT6 G T10

13:20^V15:00 BT3 BT8 BT9 B T10 GT3 GT8 GT9 G T14

15:20～17:00 B Tll B T12 B T13 B T14

B T16B T16

G Tll

G T15

G T12

G T15

G T13 G T16

23

(土 )

会 場 練 習 8:00～ 8:30 B T15 B T15 G T16

試 合

(団体数 )

8 :40^-10:20 B T15 B T16

B T17

G T15 G T16

10:4(卜12:20 G T17

表 彰 式 12:30～12:50

試 合

(個人数 )

13:00^‐ 13:30 BSl BS2 BDl BD2 GSl GS2 GDl GD2
13:30ヽ‐14:00 BS3 BS4 BD3 BD4

BD6
GS3
GS5

GS4
GS6

GD3
GD5

GD4
GD614:00‐ヤ14:30 BS5 BS6 BD5

14:30^-15:00 BS7 BS8 BD7 BD8
B D10

GS7
GS9

GS8 GD7 GD8
15:00‐ツ15:30 BS9 B S10 BD9 GS101 GD9 G D10

G D1215:30-ψ16:30 B Sll B S12 B Dll B D12 G Sll G S12 G Dll

16:00´ 1ヽ6:30 B S13 B S14 B D13 B D14 G S13 G S14 G D13 G D14
16:30～ 17:00 B S15 B S16 B D15 B D16 G S15 G S16 G D15 G D16

24

(日 )

会 場 練 習

試 合

(個 人数 )

8:00′‐-8:25
8 :25^-8 :50

B S17 B S18 B D17 B D18 G S17

G S19

G S18

G S20

G D17 G D18
B S19 B S20 B D19

B D17

B D20

B D18

G D19 G D20

9 :OC〉^V9 :30 B S17 B S18 G S17 C S18 G D17 G D18

9:30^V10:00 BS19 B S20 B D19 B D20 G S19 G S20 G D19 G D20

10:20´ウ11:00 B S21 B S22 B D21 B D22 G S21 G S22 G D2〕

G D23

G D22

11:20´ ウヽ12:00 B S23 B D23 G S23

閉 会 式 12:10^ウ 12:40
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(ヽ   明  中 1

(九 州 0熊本 )

上  市  中 2

(北信越・富山 )

芳   泉   中 3

(中 国・ 岡山 )

真 光 寺 中 4

(関東 0東 京 )

四 條 畷 学 園 中 5

(近畿・ 大阪 )

弘 前 一 中 6

(東北・ 青森 )

旭      中 7

(関東・ 栃木 )

ヴィアトール洛星中 8

(近畿・ 京都 )

金   沢   中 9

(関東・ 神奈川 )

男 子 団 体 (B.T)

⑦

⑪ ⑬

③

⑫
⑭ ②

⑩

10北   陽   中

(北海道 )

11湯   口  中

(東北・ 岩手 )

12堅   田  中

(近畿・ 滋賀 )

134ヽ 山 三 中

(開 催地 )

14-  宮  中

(四 国・ 香川 )

明  野   中

(関東・ 茨城 )

16伊 東 南 中

(東海・ 静岡 )

山  内  中

(九 州・佐賀 )

18河  北  台  中

(北信越 0石川 )

①

③

⑤

⑥

④

⑮⑮

⑫

⑨
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西  山   中 1

(九州・ 熊本 )

摂 津 一 中 2

(近畿・ 大阪 )

宇  ノ 気 中

(北信越 0石川 )

真   岡  中 4

(関東・ 栃木 )

岡   北   中 5

(中 国・ 岡山 )

鬼   怒   中 6

(関東・ 栃木 )

大 府 西 中 7

(東海・愛知 )

弘 前 一 中 8

(東 北・ 青森 )

里      中 9

(関東 0埼玉 )

女 子 団 体 (G.丁 )

⑦

⑬

③

⑫ ⑭

⑩

10四 條 畷 学 園 中

(近 畿・ 大阪 )

11高   松   中

(北信越・ 石川 )

真 岡 東 中

(開催地 )

13聖 ウ ル ス ラ中

(東北・宮城 ).

14香 川 第 一 中

(四国・ 香川 )

15宮 崎 西 中

(九州・ 宮崎 )

16上  砂 り|1 中

(1ヒ 1滞こう首:)

17中   部  中

(近畿・ 兵庫 )

18武 蔵 野 四 中

(関東 0東京 )

③

① ⑪

⑤

⑥

④

⑮⑮

⑫

⑨

②
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金    城  1
(三和中・ 沖縄 )

国 府 田 2

(阿見中・ 茨城 )

斉    藤  3
(砂川中・ 北海道 )

中   嶋  4
(二名中・ 奈良 )

古    舘  5
(雫石中・ 岩手 )

片    山  6
(伊東南中・ 静岡 )

磯    部  7
(旭 中・ 栃 木 )

上    田  8
(勝 山南部中・ 福井 )

男  子  単 (B・ S)

⑫ ⑩

⑬ ⑩

13 4ヽ  河  原

(四 11条 畷中 。大阪 )

松    浦

(京陵中・ 熊本 )

15 船   水

(弘前一中 。青森 )

16  1ヒ       リ!|

(河北台中・ 石川 )

17 尾    藤

(笠松中・ 岐阜 )

18 高   橋

(明野中・ 茨城 )

19 奥    田

(一宮中・ 岡山 )

20 榎   本

(真光寺・ 東京 )

21 林    田

(二名中・ 奈良 )

22 橋    本

(小山二中・ 栃木 )

②

①

⑨

⑩

⑪

⑬

⑭

⑮

⑤

⑥

⑦

②②
④

③

中    井

(芳泉中・ 岡山 )

霜   上

(岱明中・熊本 )

梶   原 11
(愛 宕中・ 高知 )

三   橋 12
(弘前一中・ 青森 )

④ ③

23 渡   辺

(美保中・ 鳥取 )

24  1子       り||

(江陵中 0北海道 )

⑫
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志 田・ 高橋  1
(雫石中・ 岩手 )

杉 谷・ 田中

(立川八中・ 東京 )

清原・ 池田

(桜 山中 0熊 本 )

上野 0上 野  4
(上三川中・ 栃木 )

俣崎・ 加藤

(勝賀中・ 香川 )

藤 島・ 藤 森  6
(宇 ノ気中・ 石川 )

木 村・ 佐藤  7
(江陵中 0北海道 )

辻・ 岡 本   8
(堅 田中・ 滋賀 )

福山・ 石井

(芳泉中・ 岡山 )

喜 多・ 辰 己

(′」ヽ俣中 。三重 )

市 川・ 高木  11
(天沼中・ 東京 )

三 国・ 寺 本  12
(桜山中・ 熊本 )

男  子  複 (B・ D)

⑫ ⑩

⑬ ④

③

辻 口・ 吉房

(上市中・ 富山 )

13 中島・ 飯泉

(明野中・ 茨城 )

14 山 口・ 福士

(弘 前一中・ 青森 )

倉永 0平 岡

(彦 島中 0山 口 )

16桜 井・ 久保 田

(伊東南中・ 静岡 )

17 桜 田 。平 野

(北陽中・ 北海道 )

18 安藤・ 行 松

(堅 田中・ 滋賀 )

19 河合・ 福家

(一 宮中・ 香川 )

田上 0本 田

(岱 明中 0熊 本 )

21 佐藤 0菊 地

(袋 原中・宮城 )

22 有 田・ 見 市

(四條畷中・ 大阪 )

24 鈴 木・ 市 野

(金沢中・ 神奈川 )

①

②

③

⑨

⑩

⑪

⑬

⑭

⑮

⑤

⑥

⑦

②②
②

④

⑫
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宮   村  1
(京陵中・ 熊本 )

織    田 2
(勝山中部中・ 福井 )

カロ     顧焉  3
(相生中・ 群馬 )

桑   原  4
(瀬野川中・ 広島 )

鈴    木  5
(弘前一中・ 青森 )

中    村

(伊東北中・ 静岡 )

水    井  7
(四條畷学園中・ 大阪 )

満    田 8
(八 代第二中・熊本 )

六   車  9
(香 川第一中 0香川 )

中    村  10
(一条中・ 栃木 )

ェ   藤 11
(明徳中・ 青森 )

田   村 12
(上砂川中・ 北海道 )

女  子  単 (GOS)

⑫ ⑩

⑬ ④

高    岡

(鬼怒中・ 栃木 )

4ヽ    泉

(園 田学園中・ 兵庫 )

横    田

(山陽女子中・ 岡山 )

16 青    木

(4ヽ 山二中・ 栃木 )

17 矢   島

(高富中・ 岐阜 )

18 中    橋

(高 松中・ 石川 )

19 矢   野

(聖 ウルスラ中・ 宮城 )

20 中   垣

(啓成中・ 北海道 )

21 坂    田

(四條畷中 。大阪 )

22 秋    山

(勝賀中 0香川 )

23 高   麗

(大宮中・ 東京 )

24 松   本

(京陵中・ 熊本 )

⑬⑨

①

②

④

⑩

⑪

⑭

⑮

⑤

⑥

③

②②
④

⑫
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女 子 複 (G・ D)

松 田・ 阪 本  1
(西 山中・ 熊本 )九 州 1

玉 村・ 利 川  2
(四條畷中・ 大阪 )

⑨

13 蝦名・ 時 長

(上砂川中・ 北海道 )

14 平 田・ 丹 野

(武蔵野四中・ 東京 )

桜 田・ 袖 林

(雫石中 0岩手 )

16 1ヽ 松 。鈴 木

(鬼怒中 。開催地 )

7 米崎・ 塩 田

(香川一中・ 香川 )

18 大塚・ 菅野

(富雄南中・ 奈良 )

19 正住・ 荒木

(小 俣中・ 三重 )

20 宇野 ◆溝 口

(岡北中・岡山 )

松 本・ 緒 方

(楠中・ 熊本 )

22 鈴木・ 高橋

(聖 ウルスラ中・ 宮城 )

①

⑬

⑭

⑮

⑤

小 林・ 桜井  3
(愛知淑徳中・愛知 )

中 丸・ 片 山  4
(岡 北中・ 岡山 )

猪瀬・ 猪瀬  5
(上三川中・ 栃木 )

杉本・ 油野  6
(宇 ノ気中・ 石川 )

古 田 0村 尾  7
(香川一中・ 香川 )

市瀬・ 林   8
(上砂川中・ 北海道 )

溝江・ 尾崎  9
(弘 前一中・ 青森 )

4ヽ 原・ 渡辺

(京陵中・熊本 )

加藤 。田村

(明野中・ 茨城 )

西 田 。国 分  12
(草 津中 。滋賀 )

②

③

⑩

⑪

⑫

⑬

⑩

⑩

⑥

⑦

②②

②

④ ③

琴 古・ 堀 川

⑮    (光陽中・福井 )

24 逸見・ 吉水

(石岡中・茨城 )

⑫
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(男 子 団体 )

出 場 選 手 名 簿

プロ

ック

名

都道
府県
名

学    校    名

監督名 ●マネ‐ジャー名
選 手 名

○印 主将

北海道 北海道
札 幌 市 立 北 陽 中 学 校

佐藤 則之 0新保 直人

孝志③ 平野 朝也③

潤(2)内貴  努(3)

○桜田

西川

郷路 一郎(3)山内 康敬③

大森 雅光②

東

」ヒ

青森
弘 前 市立 第 一 中 学 校

山内 時治 。対馬 佳孝

○三橋

」ヽ山

健一(3)

和幸②

山口

り`野

英治② 船永

満② 沢田

武司② 福士

崇文(1)

誠②

岩 手
花 巻 市立 湯 口中 学 校

及川 礼子・ 本舘 恵三

佐藤

畠山

慎也(3)佐 々木一博③ 大川 義智(3)

和也(2)り 野ヽ寺 亘(3)

○佐藤  健③

久保田宏章②

関

東

神奈川
横 浜 市 立 金 沢 中 学 校

後藤 秀晴・ 藤井 康友

剛(3)鈴 木

貴弘(3)松 田

昭夫(3)市野

幸夫(3)高森

透(3)窪 田

敦③

暁 (3)○橋本

根本

茨城
明 野町 立 明 野 中 学 校

神立 喜文・ 西村 聡史

○高橋

中島

裕文(3)木 村

祐二(3)柴

進(3)古宇田将人③ 飯泉 哲也③

悦美(2)山 口 隆宏②

東 京
町 田市立真光寺中学校

加藤 久典 0霞野 真也

○井上

中居

紀生(3)飯田洋一郎③ り`沢孝太朗③ 榎本 堅一(3)

哲也② 富士 雅司② 」ヽ野寺良平②

栃 木
宇 都 宮 市立 旭 中 学校

黒川 雄才・石塚 宣利

○磯部

大屋

和弘(3)山 口

裕介② 山崎

昌彦② 斎藤 一裕② 我妻 裕二②

敦史② 五十嵐義幸②

」ヒ

信

越

石 川
七 塚 町 立 河 北 中 学 校

森川  徹・ 池上 公之

○花

坂野

○辻口

吉房

o桜井

吉沢

淳O紺 谷 幸一③ 越野 史郎(3)

寛隆③ 中村  勲(3)

仁(3)三浦  修③ 平井 隆晴(3)

敏博③ 松岡 瑞保(3)

卓哉③ 久保田雄三③ 平野 嘉康(3)

雄一(3)原  伸二③

芳秀(3)

靖③

健次(3)

隆彰③

三好③

健一③

」ヒ井

綾瀬

平井

水野

片山

り`野

富 山
上 市町 立 上 市中 学 校

高島 由順・ 細川 宣義

東 海 静 岡
伊東 市立伊東南中学校

斉藤 俊仁・ 山本 裕子

近

畿

大 阪
四 條 畷 学 園 中学校

仲尾 信一・ 杉田 忠邦

○りヽ河原 崇③ 有田 圭一(3)見市

上村 尚仁(2)西 川浩二郎(1)増田

武史(3)岸 田 明宏②

哲也(1)

滋 賀
大 津 市 立 堅 田 中 学 校

徳谷  正・ 坂上 豊史

○服部

行松

清和③ 岡本

宏樹(3)福 田

広則③ 安藤

賢 (3)

仁(3)淳也③ 辻

俊樹③ 田中

京 都
ヴィアトール学園洛星中学校

上杉 光禰 0河合 宏一

○藤田

羽野

謙治(3)栗野

正人(3)元 田

達也③ 舟山 桂介③

貴之②

直央③ 亀井

琢也(3)吉川

中 国 岡 山
岡 山 市 立 芳 泉 中学 校

柳本 尭敏 0杉原 弘子

一宣(3)鈴木

繁之③ 福山

努(3)竹中僚有生③

琢也③

○中井 康博(3)

浅野 聡也③

石本

石井

四 国 香 川
高 松 市 立 一 宮 中学 校

笹村 恵子・長町ふみ子

〇鴨居

福家

○田上

前田

雄太(3)奥田

隆行(3)川 田

和宏(3)霜上

秀樹② 池端

貴士③ 高橋慎太郎(3)

憲和(3)

浩規(3)本田 和裕②

和政②

大吾(3)河合

正登(Э 元山

厚志IЭ  霜上

尚央② 倉崎
九

州

熊 本
岱 明町 立 岱 明 中 学 校

中村 浩史・ 石原 正夫

佐 賀
山 内 町 立 山 内 中 学 校

吉田 俊明・

○一瀬

永田

俊史(3)山 下

雅弘③ 牟田

勝(3)重松 弘人(3)樋渡 達也(3)

博司② 中尾 正邦②

」ヽ山市立りヽ山第二中学校

山崎 秀男 0日井 康子開催地 栃 木
|

三雄③ 橋本

雅夫(3)

○山野井高生(3)

荻原 利幸③

橋本 浩宣(3)飯 島

保坂 暢之③ 町田

弾③
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(女 子 団体 )

出 場 選 手 名 簿

プ ロ

ッ ク

名

都道
府県
名

学    校    名

監督名 oマ ネージャー名
選 手 名

○印 主将

北海道 北海道
上砂川町立上砂川中学校

袴田 鉄美・ 玉置 千春

○田村 亜紀(3)蝦名 美輪(3)時長 真樹(3)市瀬 陽世(Э

林 夕起子(2)大久保美枝③ 土屋留美子②

東

」ヒ

官城
聖ウルスラ学院中学校

片桐  勉・ 藤井ゆきの

○高橋

渡辺

郁子③ 矢野 直子(3)鈴 木

佳恵(3)伏見 亜古(3)猪 岡

彩子③ 佐藤 利枝(3)

亜紀②

青 森
弘 前 市立 第 一 中 学 校

高屋  仁・ 斎藤吏可子

○溝江

工藤

圭美(3)鈴 木

佳子(2)岡 本

綾子(3)尾崎 由美(3)花 田

朋子② 笹 真由美②

薫②

東 京

1瑚

埼 玉

栃 木

東

栃 木

」ヒ

信

越

石 川

石 川

武 蔵野 市立第 四中 学校

松好 賢直 0吉沢由美子

o石川

阿部

祥子(3)梅崎

則子③ 安藤

知 子(3)平 田

佳代(3)梶浦

朝子(3)丹野 雅美③

一美③

鳩 ケ谷 市立 里 中 学 校

峰岸 早苗・ 荻野 妙子

宇都宮市立鬼怒中学校

神長 信夫・塩田 恵美

○末吉

斉藤

牧美③ 諸岡由紀江(3)国府田真美③ 千種美保子(3)

礼子0)島崎 香織0)加藤美佐江③

○高岡

鈴木

千穂(3)

洋子(2)

」ヽ松 隆子(3)柳 田 晃代(3)佐 木々由紀子(3)

斉藤  忍(1)大 久保弘美(1)

真 岡 市 立 真 岡 中 学 校

久野 信弘・ 大久保路子

○大塚
′」ヽ川

久美(3)浅山

直里(3)山 本

教江(3)内藤 純子(3)阿久津美奈③

由美③ 田宮 昌代0)

宇ノ気町立宇ノ気中学校

杉本 秀紀・ 油井 麻貴

○村田

喜多

佳苗(3)杉 本 圭子(3)油野希永子③ 本郷美佐子③

素子③ 森 亜由美(3)宮村 恵子(3)

高 松 町 立 高 松 中 学 校

金津 真禎・ 谷中 清悟

○中橋

岸

利美(3)川 端

厚子(3)竹 中

幸恵③ 倉 富美子(3)喜多由紀子③

友美0狩 谷 奈 (々3)

東 海 愛知
大府市立大府西中学校

清水 光夫・新美 理恵

○石川

阿部

洋子③ 竹本

和代6)」 向ヽ

直子(3)上村

妙子(3)原

知絵(3)大宅 由里③

香織②

近

畿

大 阪
四 條 畷 学 園 中学校

杉田 忠邦・ 仲尾 信一

三貴③ 磯山 亨子②

美和(1)

○坂田

玉村

美佐(3)水 井妃佐子(3)利川

由紀(2)松田 洋子(1)池端

兵 庫
加 古川 市立 中部 中学 校

池上 誠三・ 村上 直美

○吉田

渋谷

裕子③ 安原貴美子(3)川 田さおり(3)山浦佐千子(3)

美保② 西直 泰代(3)太田 紀子②

大 阪
摂 津 市 立 第 一 中学 校

宮林 幸三・ 大賀 美和

桃代③ 土屋 美月(3)

美和0)

○長谷 年子③

竹下 有貴③

尾自由里子(3)西 川

高谷 千枝(3)大賀

中 国 岡 山
岡 山 市 立 岡 北 中 学 校

岡本 次郎・ 坂手 典子

○中丸真規子(3)宇 野

安藤 弘美(3)明 神

綾(3)片 山 朋子0)溝渕 真規③

由紀③ 須々木昌子②

四 国 香 川
香川町立香川第一中学校

新  建二 0長尾 文代

○六車

村尾

澄子(3)古田

佳美③ 」ヽ野

幸代③ 米崎由紀子③ 塩田恵理子③

晶子(3)百 相  美③

九

ナ‖

熊 本
熊 本 市立 西 山中 学 校

畠山  篤 0堀内 七重

揮美子(3)栗 田  芳(3)阪 本 雅子②

弘子(1)西坂りヽ百合(1)

○松田 治子(3)森

浅尾 章子(1)條

宮崎
宮崎 市 立宮 崎 西中学校

藤森 茂次・ 丸尾 重俊

○押川

堀

生子③ 川崎

恵美③ 佐藤

香子(3)妹尾美穂子(3)松尾

美抄(3)中村 昌栄(3)

薫(3)

開催地 栃 木
真岡市立真岡中学校

塚原 紀子・ 堀田 令子

直美(3)金 子 倫花③
~

広子③

○飯塚友紀子(3)猪瀬 裕子(3)池上

増山 優子(3)青 木理恵子(3)高瀬
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(男 子 個 人 )

出 場 選 手 名 簿

プ ロ

ック

名

都道
府県
名

|

|

学    校    名

監督名 0マ ネー ジャー名
選 手 名 (単 )

都道
府県
名

学    校    名

監督名 ●マネージ ャー名
選 手名 (複 )

」ヒ

海

道

北海道
旭 川 市 立 広 陵 中
山口  貢・

古川 英樹(3) 北海道
滝 川 市 立 江 陵 中

若松 重義・

札 幌 市 、立 北 陽 中

佐藤 則之・ 新保 直人

末村
佐藤

利彦(3)

嘉仲(3)

北海道
砂 川 市 立 砕 川 中
仲面 孝男・

斉藤  実② 」ヒ海道
桜田

平野

孝志③
朝也(3)

東

」ヒ

青 森
弘 前 市 立 第 一 中
山内 時治・ 対馬 佳孝

三橋 健一(3) 岩 手
雫 石 町 立 雫 石 中

多田美保 子・ 欠端  誠
志田
高橋

広③
功行(3)

岩 手
雫 石 町 立 雫 石 中
多田美保子・ 欠端  誠

古舘 英樹③ 青 森
弘 前 市 立 第 一 中

山内 時治・ 対馬 佳孝

山 口

福士
英治(2)

誠②

青 森
弘 前 市 立 第 一 中

山内 時治・ 対馬 佳孝
船水 武司② 宮城

仙 台 市 立 袋 原 中

安住  裕・ 高橋 靖則

佐藤 文彦(3)

菊地  洋③

関

東

茨城
明 野 町 立 明 野 中

神立 喜文・ 西村 聡史
高橋 裕之 (3) 神奈川

横 浜 市 立 金 沢 中
後藤 秀清・ 藤井 康友

鈴木
市野

昭夫(3)

透③

栃 木
宇 都 宮 市 立 旭 中

黒川 雄才・ 石塚 宣利
磯部 和弘(3) 茨城

明 野 町 立 明 野 中

神立 喜文 。西村 聡史

中島
飯泉

市川

高木

祐二(3)

哲也3)

博之③
貝」雄(3)

茨城
阿 見 町 立 阿 見 中
浅野 寛治・ 西川 佳伸

国府田唯克0 東 京
杉 並 区 立 天 沼 中

小川 美治・ 末広 喜樹

東 京
町 田 市 立 真 光 寺 中
加藤 久典・ 霞野 真也

榎本 堅一③ 東 京
立 川 市 立 立 川 第 八 中

渡辺 重己 。佐久間弘光
杉谷

田中
毅③
剛③

」ヒ

信

越

石 川
七 塚 町 立 河 北 台 中

森川  徹 0池上 公之
北井  淳(3) 石 川

宇 ノ気 町 立 宇 ノ気 中

野川  徹・ 山本  岡」
藤島

藤森

浩司(3)

隆③

福 井
勝 山 市立 勝 山南 部 中

森下 昭美・近藤 一斉
上田 健吾③ 富山

上 市 町 立 上 市 中

高島 由順・ 細川 宣義
辻ロ

吉房
健次(3)

隆彰(3)

桜井 三好(3)

久保田雄三 (3)
東

海

近

畿

静 岡
伊 東 市 立 伊 東 南 中

斉藤 俊仁・ 山本 裕子
片山 卓哉(3) 静 岡

伊 東 市 立 伊 東 南 中

斉藤 俊仁・ 山本 裕子

岐 阜
笠 松 町 立 笠 松 中

岩田 親典 0
尾藤 伸治② 二 重

」ヽ 俣 町 立

`ヽ

俣 中

西山 好一・ 松田  健
喜多
辰己

良行(3)

幸宏③

大 阪
畷 学 園 中

信一・ 杉田 忠邦
四 條

仲尾
」ヽ河原 崇③ 滋 賀

大

徳田  正・ 村上 隆
津 市 立 堅 田 中

中條 畷 学 園四

仲

大

徳

尾 信一

津 市

田  正

・ 杉田 忠 邦

立 堅 田 中

隆三本寸上

安藤  仁(3)

行松 俊樹③

有田 圭一③
見市 武史(3)

奈良
奈 良 市 立 二 名 中
大西 孝依・ 山口 純子

中嶋 健 史(3) 大 阪
|

|

奈 良
奈 良 市 立 二 名 中

大西 孝依・ 山口 純子
林田 知之③ 滋 賀

福山

石井
琢也③
繁之③

辻 清清和(3)

岡本 広則(3)

中

国

岡 山
岡 山 市 立 芳 泉 中

柳本 尭敏・ 杉原 弘子
中井 康博(3)

渡辺  勉(3)

岡 山
岡 山 市 立 芳 泉 中
柳本 尭敏・ 杉原 弘子

下 関 市 立 彦 島 中

有澤 敏文 0鳥 取
米 子 市 立 美 保 中

根平雄一郎・
山 口

倉永
平岡

敏史(3)

透③

四

国

香 川
高 松 市 立 一 宮 中

笹村 恵子 。長町ふみ子
奥田 貴士③ 香川

高 松 市 立 一 宮 中

笹村 恵子・ 長町ふみ子
河合

福家

俣崎
加藤

雄太③
正登③

慎二0)

周二(3)
高 知

高 知 市 立 愛 宕 中

坂本 健嘉 0
梶原  卓(3) 香 川

高 松 市 立 勝 賀 中
石川 貴義・ 北谷  桃

九

州

沖 縄
糸 満 市 立 三 和 中

城間  明・屋宣美佐子
金城  勉③ 熊 本

熊 本 市 立 桜 山 中

増田 市子・ 入駒 慎吾

三国

寺本
裕典(3)

王子(3)

熊 本
熊 本 市 立 京 陵 中
今村 孝利 0

松浦 二郎6) 熊 本
岱 明 町 立 岱 明 中

中村 浩史 。石原 正夫

田上

本田

厚志(3)

和裕②

熊 本
岱 明 町 立 岱 明 中

中村 浩史・ 石原 正夫
霜上 和宏(3) 熊 本

熊 本 市 立 桜 山 中

増田 市子 。入駒 慎吾

清原  稔(3)

池田 憲一(3)

上野 恵範(3)

上野 政幸③開催地
」ヽ 山 市立 4ヽ 山第 二 中

山崎 秀男・ 臼井 康子
栃 木 橋本 浩宣(3) 栃 木

上 三 川町 立 上 三 川 中

猪瀬 藤衛 0川 叉 和子
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(女 子 個 人 )

出 場 選 手 名 簿

プロ

ック

名

都道
府県
名

学    校    名

監督名 ●マネージャー名
選 手名 (単 )

都道
府県
名

学    校    名

監督名 ●マネージャー名
選 手名 (複 )

」ヒ

海

道

北海道
上 砂 川 町 立 上 砂 川 中
袴田 鉄美・ 玉置 千春

田村 亜紀(3) 北海道
上 砂 川 町 立 上 砂 川 中
袴田 鉄美・ 玉置 千春

蝦名 美輪③
時長 真樹③

北海道
芦 別 市 立 啓 成 中
石井久二夫 0り 竹` 善子

中垣真紀子(3) 北海道
上 砂 川 町 立 上 砂 川 中
袴田 鉄美・玉置 千春

市瀬 陽世(3)

林 夕起子②

東

」ヒ

関

東

」ヒ

信

越

官 城
聖 ウ
片桐

ル ス ラ 学 院

勲・ 藤井ゆきの
矢野 直子③ 青 森

弘 前 市 立 第 一 中
高屋  仁・ 斉藤吏可子

溝江 圭美③
尾崎 由美③

青 森
弘 前 市 立 第 一 中

高屋  仁・ 斉藤吏可子
鈴木 綾 子(3) 岩 手

雫 石 町 立 雫 石 中

多田美保子・ 欠端  誠
桜田 貞子③
袖林真貴子(3)

青 森
常 盤 村 立 明 徳 中
五十嵐恭也・

工藤符記子(3) 宮 城
ル ス ラ 学 院

勉 0藤井ゆきの
聖 ウ

片桐

鈴木

高橋

彩子(3)

郁子(3)

栃 木
宇 都 宮 市 立 鬼怒 中
神長 信夫・佐 木々由紀子

高岡 千穂(Э 茨城
石 岡 町 立 石 岡 中

富田 浩之 0り 吹ヽ 夏子
逸見
吉水

信子(3)

浩美③

栃 木
宇 都 宮 市 立 一 条 中

坂本 亨 子・
中村 幸以(1) 東 京

武 蔵 野 市 立 第 四 中

松好 賢直・ 吉澤由美子

上 三 川 町 立 上 三 川 中
川石 和子・ 猪瀬 藤衛

平田

丹野

朝子(3)

雅美③

東 京 高麗絵里子(3)
杉 並 区 立 十 宮 中

長田 重孝・ 堀田 道 子
栃 木

猪瀬 成子(3)

猪瀬ゆ り香(3)

群 馬
桐 生 市 立 桐 生 中
馬場 昌明 0′」ヽ室 泰博

加藤 美香(3) 茨城
明 野 町 立 明 野 中

神立 喜之・岡野 春美

加藤
田村 美

恵3)

咲③

石 川
高 松 町 立 高 松 中
金津 真禎・ 谷中 清悟

中橋 利美③ 石 川
宇 ノ気 町 立 宇 ノ気 中

杉本 秀紀・ 蔵本 章夫
杉本 圭子③

油野希永子(3)

琴吉 幸子③
堀川美紀子(3)

福 井
勝 山 市立 勝 山 中 部 中
伊藤 弘之・横川 真生

伊 東 市 立 伊 東 北 中

鈴木 秀輝・ 阿武野光潤

織田ひとみ(3) 福井
福 井 市 立 光 陽 中
浜辺 弘一 。野村 和雄

東

海

静 岡 中村富美子③ 三 重
4ヽ 俣 町 立 」ヽ 俣 中
伊豆 土子 。松田  建

正住さおり③
荒木 美奈②

岐阜
高 富 町 立 高 富 中

加納 博明・ 村橋 一成

四 條 畷 学 園

杉田 忠邦 0仲 尾 信

四 條 畷 学 園
杉田 忠邦・ 仲尾 信

中

中

矢島 優子(3) 愛知
愛 知 淑 徳 中
鈴木 洋子 。宇佐美徳子

」ヽ林

桜井
真理(3)

恭子③

近

畿

大 阪 水井妃佐子(3)

坂田 美佐(3)

滋賀
草 津 市 立 草 津 中
西村 金治・ 北川 泰子

西田美由紀②
国分 美和②

大塚  恵(3)

菅野 順伊G)
大 阪 奈 良

奈 良 市 立 富 雄 南 中
柿内 順子・ 茶谷 正美

四 條 畷 学 園 中
杉田 忠邦・ 仲尾 信一

兵 庫
園 田 学 園 中
戸井  孝・ 平田 順子

」ヽ泉 友紀③ 大 阪
玉村 由紀②
利川 三貴(3)

中

国

広 島
広 島 市立 瀬 野 川 中
平野  薫 0

桑村 幸子(3) 岡 山
岡 山 市 立 岡 北 中

岡本 次郎 。坂手 典子

岡 山 市 立 岡 北 中

岡本 次郎・ 坂手 典子

中丸真規子③
片山 朋子③

岡 山
山 陽 女 子 中

山崎 恵子・
横田 裕子③ 岡 山

宇野  綾③
溝渕 真規③

古田 幸

村尾 佳美(3)
四

国

香 川
香 川 町 立 香 川 第 一 中
新  建二 。長尾 文代

六車 澄子(3) 香 川
香 川 町 立 香 川 第 一 中

新  健二・ 長尾 文代

香 川
高 松 市 立 勝 賀 中
石川 貴義・ 北谷  桃

秋山 裕美(3) 香 川
香 川 町 立 香 川 第 一中
新  健二・ 長尾 文代

米崎由紀子③
塩田恵理子③

九

州

熊本
熊 本 市 立 京 陵 中

今村 孝利・ 後藤 利子
宮村 愛子(3) 熊 本

熊 本 市 立 西 山 中
畠山  篤・ 森 揮美子

松田 治子(3)

阪本 雅子②

熊 本
熊 本 市 立 京 陵 中
今村 孝利・ 後藤 利子

松本 理恵(3) 熊 本
熊 本 市 立 楠 中

近藤  敏捷・ 中野由香子

松本

緒方

真子(3)

真弓(3)

熊本
八 代 市 立 第 二 中
上田  恵・

満田 とも③ 熊 本
熊 本 市 立 京 陵 中
今村 孝利・ 後藤 利子

」ヽ松

鈴木

隆子③
洋子②

」ヽ原 康代(3)

鈴木 洋子②

開催地 栃 木
」ヽ 山 市立 」ヽ 山 第 二 中

山崎 秀男・ 臼井 康子
青木 久恵(3) 栃 木

宇 都 宮 市 立 鬼 怒 中
神長 信夫・佐 木々由紀子

-26-

|



過 去 の 栄 冠

男 子 団 体

年   開催地  回数 監 督 名
マネージャー名

都道府県 監 督 名

学 校 名 |選  手  名
都道府県

学 校 名
選 手  名

位

東 京 都 1第 1回 1滋 賀 県

和

治

美

正
俊

克

水

岡

瀬

清

九

広

治

洋

彦

金

　

光

村

野

尾

西

少
平

仁

男
妻
初井人

|     1長 谷川博幸 。西片

福 井 県 1岡本 政幸
1増

田 勝三・ 坂 ロ

古沢 豊―・ 藤井

将

輝 男

政治

博明・ 水野谷 厚
泰・佐通  茂

・ 玉村  琢二

・ 海道  昌孝

・ 武 田 幸一

芳男・ 山 口 浩一 |

県

県

良

山

奈

富

県

県

丞I11 衛 ‐牧野  裕 。大門 利昭
箸
=  

齢 1酒井 1向人 。西川 慎一
尚田 ~N)1岡

田 常雄・ 山下 教明

塚原 紀子 |

杉山すみ子
973 宇都官11,

1974東 京 都 第 4回

昇・ 山田 力男
進・ 山之内 徹

清秀 。西山 博司
栃 木 県

博司・ 矢部 忠司
繁喜・ 西岡  宏
和樹 。宇野垣 和

福 井 県

本石  俊徳 。舞鴨  庄蔵

酒井 正彦・ 甲斐 秀敏 滋 賀 県

県石

井

岡

倉

巻

吉

い

寛
耕作

第 2回 奈 良 県古屋市名
木村

上田

善雄・ 堀切

伸浩 。岡田

久和 o平 山

健美
和夫

公洋

福 井 県
熊 本 県

―――十一 ―――
|

1第 3

■___

1奈 良
滋 賀 県

元

橋

岡

寺

北

山

嗣

英

紀

孝

田

村

森

木

猪瀬

鯨

船 生

広

一
嗣

政

勇

哲

山

田

田

西

吉

山

二

嗣

建

紀

原

田

藤

森滋 賀 県
岡田 政幸1鼻器
富田 員」子

1芙破
埼 ]:県
福 岡 県

1976

熊 本 県
本石 幸一

1高橋

1徳
谷

+― ―

1斎藤

1上弥

H H fl]f,5E]

l
I

,06ffilH6EI

長野  党
十 1滝 川

正 早而

正・ 桑野   至

弘・ 岩坂  一弥

晴 司・ 保村 正浩

県

県

良

玉

奈

埼
鎌夕泊一生 。三次 圭介 Ｉ

Ｔ

熊 本 県
長野  党

隆藤  浩二 。原 口 好弘

村岡 泰彦 。三次 圭介
英介・井上 哲章村上

ル 馬場

チ」星1鐵ロ良浩・尾田 史明
正 。高橋 安則

利幸・坂本 幸夫
栃 木 県

県

県

城

良

宮

奈加藤 泰憲

|     |

19771伊 勢 市 1第 7回
裕二・ 井上  哲章

圭一 。松川 和裕 栃 木 県

丸山  隆 。本石

1杉山 文則・豊田  裕 |~
1奈良 秀行 。上床 宣孝 1熊 本 県

1平
野  渉 。中村  泉

|

「

~~~~可

1熊 本 県|

円

純一

志

稔

己

正

　

和

島

下

瀬

大

石

猪

子

宏

紀

‘

原

沼

塚

水

高木

堺
健身

寛
原
期 ―

ゴ
ー
ー
ー
ー
ー

二

一幸
二
昭

祥

一
和
浩
英

堀

木

野

一
田

口
沢

大

鈴

上

一
福

山

三

一
刹
玉
　
一
木
玉

一
神
埼
　
一
栃
埼

．

木

潟

世

ぽ

県

県

県

県

県

県

1978 名古屋市 1第 8回 神奈川県
鹿内 利保

|    |
19791神 戸 市 1第 9回 大 阪 府

出口 健次

中田  守

寛

利孝

野

村

長

今
須田兼三郎

一
本

田

岡

一
杉

福

鶴

伊藤 幸 男

東  俊郎

田中 幸 男

前川 正 則・

見市  昌弘・

村上   勲・

士亜
「

~~~可
口
裏1茨 城県|

神立 喜文
4ヽ島 一夫

均 。朝香  学

昭弘 。大輪  敏 弘

義教・ 横尾 宣幸

祐二・ 長内 裕一

勇一 。杉浦  雅之

博昭 。中島 次郎

真 吾

1江原

1森
1武藤

「

~~~

1猪俣
1藤咲

1大島

而 F蔦蔽

1南  中

1福丼市立

1成 和 中

東 京 都 福 田

1980 HE t ffi Hrod 調布市立 椙山 松良 瀬 木

第 四 中
|     |

可
~~~~~可 ~

1熊 本 県
|

19811奈 良 市1第11回 1熊本市立1増田 市子

|   |  1桜 山 中|

19821新 潟 市1第 12回

竜次 埼 玉 県
幹 夫 越谷市立 加藤  勝

哲 栄 進 中

北 海 道

本 川

谷

正岡

藤沢

勝木  俊夫・ 鶴 田

林   謙―・ 山下

阿久根哲也・ 藤村

佐藤 輝行・ 提  清史
田中 幹男 。水野 勝年

木林 宏次・ 高橋 和男
佐竹 武夫

1佐藤 広志 。佐藤

重義 1中居 靖人・ 中川

1西    学 。松浦

典

之

逸

昭

啓

伸

___4_
|

滝川市立

行

彦

直

豊

江 陵 中春文

―

|―

――――トーー

~~~~「~~

越谷市立

栄 進 中

横浜市立

戸 塚 中

戸 田 中

越谷市立

栄 進 中

上市町立

上 市 中

滝川市立

江 陵 中

明

紀

豊

良
若松

徹岸江

県

立

中
耐鰤場

埼 玉 県|
越谷市立 1加藤
栄 進 中 |

1石橋  隆・村沢 寛幸
畦 1大島 憲児・藤坂 恒志
膀1藤村 裕之 。水谷 浩幸

_1翌__二壼二___ 学 園 中
|

T百 i田市立
本熊

紙 谷

小 本

歌津

富 永

岡 本

大 畑

関 根

須賀

大吉  晴夫・ 島 田

大和田 勉 。木村

杉山 善治・ 島 田

直井 恒―

孝二

猛

聡1983 tr rt fi

1984 t E[ fi Hr4E

市 子

勝加藤

増田熊本市立

桜 山 中

埼 玉 県

越谷市立

栄 進 中

198511登  別 市 :315L〕 |

「    |
壁♂lり 高峯 彰子
岱明挙1江

口 英二
|

高村 誠也・境
村中 陽介・ 西 1高島 由順

|

1藤
縄 岳志

|

秋津 玲 治・ 斉藤  佳晴

平野  泰宏・ 佐賀  史昭

II連 忠雄 。大塚 一幸

田中  匡

池 田 真明・ 高橋  清 史

種   浩章・ 長原 昭 博

沢田 淳悦・ 沢田 義勝

堺  淳一
春野
霜上 和 宏

秀信・ 牛丸 哲也

―
――+
恵司

|

村 竜時
|

富 山 県

上市町 立

上 市 中

|― ―

1滝川1市 立
1江 陵 中
1越谷市立
1栄 進 中
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横浜市立

戸 塚 中

大 阪 府
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一夫

英基・

昭一・



過 去 の 栄 冠

女 子 団 体

三  位

県

県

山

山

岡

富

川崎

岡 本

三 上

りヽ西紀代子

黒岩 正 子

柴田 真弓

泉

子

子

久

孝

― ―十一 ― ― 計

1972 名古屋市

第 3回

|    |   |

19711東 京 都 1第 1回 1大 阪 府
渡辺真規子

杉田 忠邦

第 2回

* i*u*l
選  手  名

博

聞

敬

多

!+巨

奈良県
1蟹

19741東 京 都

1第

東 京 都
郎

道

志

昌

登田

田

平

池1973 宇都宮市

4 Ll 大 阪 府

滋 賀 県
飯田 照男
中川 朋子

大 阪 府
1杉田 忠邦

1佐藤 嬉子

植 野恵 美 子・ 秋 本美津 子

山 本  邦 子・ 河村  裕 子

北村 寿弥 子・ 石川1 好 子

都道府県

学 校 名

数 都道府県 監 督 名

道端恵美子・ 落田 典子

池田 信子 。前田 恵美

落田 陽子・ 藤田美智子

学 校 名  マネージャ‐名

岩井 史子 。中西 利子

吉谷 育子・ 奥谷 尋子

西川由賀里・ 桐山 綾子

県

都

賀

京

滋

東

瀬野 清美・ 山本 邦子

山下美恵子・ 植野恵美子

広瀬 純 子・ 秋本美津子

新潟県1壼馨霜掌

選  手  名

県

県

潟

井

新

福

県

県

井

山

福

富

1978 名古屋市

杉田 衷邦

渡辺真規子
子

子

美

房
馬場

陳

河 村 茂美・ 阿部

恭子 。平 久

福輝 。金子

俊 子

熊 本 県

高松久仁 子 。原 口 恵 子
・

川添 安代 。相良裕裕美  北 海 道

高峰  彩子・ 松末嘉代子 |

西村美千代 。青山 寿美
高崎  敏 子・ 岩見 洋子 大 阪 府

倉見 安世・ 磯野恵理 子

徳永 願子・ 水野ふみ子

流 加代子・ 加藤 幸子

寺島由紀子 。長谷川佳子

野中 弘美 。相良 裕美
中村美世 子・ 高松久仁子

原 口 恵子・ 河内まゆみ

野々口清介
広瀬 邦照

野々口清介

山本 義人

19761仙 台 市
1第

6回
1滋

賀 県
1愛員 騎異

19751東 京 都 5回 1熊 本 県

1977 伊 勢 市 1第 7回 1熊

府

県

阪

井

大

幅

美

代

り

和
瑞

ど

塚

村

藤

小
中

佐

美

彦

鉄

幹

田

森

袴

西

理世 。児玉

悦 子・ 柳沼

朱美・ 高松み

杉田 忠邦

水井 良平

北ロ ス ミ子・ 松 田  全代

1大関恵津子・ 植田日出子
1田 中か をる 。山 口 典子

熊 本 県
埼 玉 県

滋 賀 県

香 川 県

1孵 んn轟本 1高 峰 和子・ 松永嘉
本 県 |ユニ

H塁
年 1森本美佐子・ 志水 さ

IT【

【 万人

1陣
内貴美子・ 中村

北海道誓黒禁蓼
代子

とみ

由美

高橋

藤 永
松山

とみ o佐 藤 啓 子

由香 。西岡 孝子

早苗・佐 々木久江

8回 熊

1979神 i」 市 9回 1熊 本 県

1980 熊 本 市

1981 奈 良 市

撃書口1甦省1里容
貴香翼:算月

‐´` に´
 1森山 弘美・ 高峰

|

神奈jll県

|∈男
兼焉震

―――■――~~~可

本 県 |

~~~可

潤 子 |

由美 |

尚子 |

金子 直校

大岩 弘枝

熊沢加代子

松岡  典 子

大竹真紀 子 |

屋代  利 子 |

府

県

阪

玉

大

埼

1 原 健身

1優藤 早苗

森山 弘美
三由 純 子

大島み どり

・ 高峰  尚子
。上村 美香

・ 平山真由美

松田大嘉子・

石井 香澄・
押切 美喜

鴻原 春美

埼 玉 県

神奈川県

川 口市立

芝  中

香川町立

香川第一中

越谷市立

栄 進 中

香川町立

香川第一中

横浜市立

戸 塚 中

新潟市立

関 屋 中

府阪

春美

上村 美香 。青木きよみ

東山  素・ 山田 美紀

平井真由美・ 佐藤 由美 子
1杉

田 忠邦

府

畷

中

阪

条

園

大

四

学

鴻原

末房

新木

春美 。原田いずみ

政美・ 荒井 桂子

貴子・ 市川  綾

子

綾

環

昌子

子

薫

貴

明

府

畷

中

阪

条

園

大

四

学

1新 大

杉田 忠邦|:宮

和泉

市 川

馬場

熊 本 県
|

熊本市立 1吉島 哲哉
出 水 中 |

美和・ 林  幸枝

淳子 。米津ゆか り

尚美・ 米岡有紀子

田

田

水

高

本

清

1982 新 潟 il,第 121t'l

茨 城 県 |
明野町立 |」 島ヽ 一夫
明 野 中 |

界賃野[:ξ
『

1量
『臨「

松本  啓 ナ

1中原紀代美・ 田代美智代

西持 章子 :安達 優子 。毛利 千秋
~・・ フし' 田村真理子・ 岩男 徳子

`河
津美奈子

|   |  1茨 城 県 |

19831新 庄 市 1第B回 1明 野町立 |

|   |  1明 野 中 |

――――――+――――――一+一―――-4-―――一――+

19841大 阪 市

1大 阪 府

第14回 |四 条 畷

1学
園 中

1ヽ 島 一夫 |

~~~~~¬

杉田 忠邦

|

平塚 康愛 。松本

赤城 ひとみ o坂 入

大久保典江 。関

穂積 千草

北川 実 子・ 利川

三 ツ川貴子 。南里

南里 高子・ 岩田

荒井 則子

金田 理恵・ 林

吉岡千恵子・ 高木

松本 理恵・ ′」ヽ原
本田 !頭 子

熊 本 県 |

熊本市立 1今村 孝行

京 陵 中 |

・ 渡辺喜美子
。内田美奈子

・ 戸泉和加 子

乳井 智秋 。三浦美
和泉美恵子・ 藤田 |

1佐 々由美子 。田中

重主ピ美

船津 佳 子・ 早川恵美子

若井 清 子・ 加賀ゆか り

西条みゆき o日 井ちかげ
山口 幸恵

子
美

子

啓

直

裕

子

子

子

貴

泰

良

美
布

恵

和

代

美

郁

美

紀西 沢

下

畑

林

津

白

石岡市立

石 岡 中

上砂川町立

上砂川中

越谷市立

栄 進 中

熊本市立

京 陵 中

鬼 怒 中

青 森 県 |

弘前市立 1高屋
第 一 中 |

埼 玉 県

越谷市立

栄 進 中

加藤  勝

海野かおり

子

子

賀

紀

範

千

畷

中

条

園

四

学

宇都宮市立

子

代

菊

康

村

藤

今

後

美 枝

1985 登 別 市 第b回

熊

熊
本 県

本市立

京 陵 中

孝利

利子

-28-
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男 子 個 人

過 去 の 栄 冠

年

回 数 1開催地

種

　
目

名

名

県府

校

道都

学 監 督 名
:.手 ″ 1都 道 府 県 名
る ア ‐

1学  校  名
監 督 名

単

1980

複

大    阪

四 条 畷 学 目 中
杉田 忠邦 見市 昌弘

熊 本

八代市立第三中
北村栄―郎

熊
玉名

本

市 立 玉 陵 中
新居  健

三次 英昭

野仲伸一郎

熊   本

熊本市立桜山中
増田 市子

松川

福田
稔己
洋介

茨    城

阿 見 町 立 朝 日中

奈    良

奈 良市 立 春 日中

山 ノ内政和

中村 雅俊
川井 建司

」ヽ野 満哲

1981

第11回

単

奈良市

複

熊    本

熊 本市 立桜 山中
増田 市子 林  謙一 東   京

北区立神谷中
杉村 克之 黒沢  武

青    森
大鰐町 立大鰐 中

大    阪

四 条 畷 学 園 中

―戸 英樹

江藤 裕樹

熊
熊 本

本

市立 桜 山中

|

増田 市子
|

鶴田 直行

山下 豊彦

埼   玉

鳩ケ谷市立里中
峰岸 早苗

|

|

松元 功一

福田 和浩

福    井

福 井 市 立 成 和 中

栃    木

今 市 市 立 今市 中

坂田 智洋

芦井 隆俊
柴田 直美
石川1  勉

1982

第12回

新潟市

埼    玉

越 谷市立栄進 中
加藤  勝 石橋  隆

熊 本

長州町立長州中
高木 英俊 浜北 和彦

東    京

立川市立 立川第八中

大    阪

四 条 畷 学 園 中

加藤 正裕

早声 敬雄

複
埼    玉

戸 田 市立戸 田中
永田 正彦

生井沢勝美
立本 敬人

福   井

福井市立光陽中
江岸  徹

提  清忠
田中 幹男

茨    城
石 岡市立 石 岡中

東    京

北  海  道
旭 川 市立 嵐 山中

熊    本

熊 本 市立 出水中

りヽ室 浩之

緑川1  剛

平野 信治

渡辺 正司

1983

第

“

回
新庄市

単

京    都
グ ィ フ トー ル

学 園 洛 星 中
上杉 光弥 三角 典生

栃 木

今市市立今市中
斉藤 康明 大堀  均

三船 昌晴

畑野 宏幸

梅田  毅

田中 忠夫

結束 雄二

堀之内 滋

りヽ池田 薫

鈴木草麻生

複
熊    本

熊 本 市立桜 山中
増田 市子

紙谷

久住

高志
猛

北  海  道

潮 |1市立江陵中
若松 重義

新    潟
薫 市 立 薫 中谷口 久永

林  秀行 茨

阿 見

城

市 立 阿 見 中

石    川|

宇 ノ気町立宇 ノ気中

滋    賀

大津市立皇子山中

高村 誠也

1984

第14回

大阪 市

単
奈    良

奈 良市立二 名 中
山口 純子 中橋 一晃

熊 本

岱明町立岱明中
高峯 彰子

複

栃    木

4ヽ 山市立 4ヽ 山第二中 大根田康子
秋津 玲治

斉藤 佳晴

青   森

弘前市立第一中
上野 四郎

単
熊    本

熊 本市立 岱 明中
高峯 彰子 高村 誠也

北 海 道
陸ワ|ル立陸別中

根岸 邦昌

複
青    森

弘前市立弘前第一中
山内 時治

加藤

今

正明

宣仁

茨   城
明野町立明野中

神立 喜文

」ヽ野  武
山本 秀樹

横 山

石井  隆

大畑 昭―

大塚 貴康
田丸 裕一

埼    玉

越 谷 市立栄進 中

石    川|

七塚町立河北台中

奈    良

奈 良 市 立 二 名 中

青    森

弘前市立弘 前第 一中

中橋 一晃

工藤 康智

大谷 知昌
佐 木々正文

青    森
弘前市立弘前第一中

熊    本

熊 本 市 立岱 明中

丙村 竜時

村中 陽介

1985

第15回

登別市

竹内 文規

物井 哲夫

-29-

選手名1 撃
道
寝
県
を

1  埼

1 越 谷 市 立 栄

大

四 条|     |
~~~~~~~~~下 ~~~~~~~~~~1~~~~~

英明川 本

玉

進 中

阪

畷 学 園 中

選 手 名

藤咲 栄一

福田  誠

■一十一―――――一―一――十一

可

|~~
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|  |
1単 |
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女 子 個 人

過 去 の 栄 冠

年

回数
開催 日

種

　
日

優 勝 準   優   瑠

選 手 名
学 名

大

四 条

大

四 条

栃

今 市

岡

笠 岡

阪

畷 学 園 中

阪

畷 学 園 中

原田いずみ

鴻原1春美

木

市 立 今 市 中

山

市 立 白石 中

須藤千代子

細井 ネL子
中‖1 史子

山川 奈緒

都道 府 県名
学  校  名

監 督 名 選 手 名
都道府 県名
学  校  名

1監 督 名 選 手 名

1980

第Ю回
熊本市

熊    本

熊 本 信 愛

女 学 院 中
兼子 春美 上村 美香

香 川
笹原 恵子

高松市立一宮中
中川富美子

平井美代子

田中 美幸複

熊    本

熊 本 信 愛
女 学 院 中

兼子 春美
青木きよみ

平井真由美

香   ′‖

香 川1町 立

香 川 第 一 中

新  建二

1981

第11回

|

|

1単

奈良市
「

~~

複

熊    本

熊 本 信 愛

女 学 院 中

謙子 春美 平井真由美
埼 玉

越谷市立栄進中
加藤  勝 今井 裕子

北  海  道

上砂川町 立 上砂川中

茨    城

明 野 町 立 明野 中

徳光由美子

須藤 早苗

埼    玉

鳩 ケ谷 市立里中
峰岸 早苗

熊 本

今野 裕 子 熊本市立出水中
吉島 哲哉

米津ゆかり

林  幸枝

大    阪

四 条 畷 学 園 中

北 海  道
上砂川町立上砂川中

和泉 昌子

今村  薫
高橋 司奈
藤原 利江

1982

第12回

新潟市

単
茨    城

明 野町 立 明野中
“

島ヽ 一夫 木住野かおる

熊   本

菊 池 市 立

菊 池 」ヒ 中

緒方美保子 田島 志乃

熊    本

信 愛 女 学 院 中

神  奈  り‖

横浜 市立 戸塚中

佐藤由美子

牧畑 里佳

|  _

1  香

複 1香川町

口
I

立香川第■―中 新 建二
山本 知美

塩田美佐子

埼   玉

越谷市立栄進中
加藤  勝

新    潟
新 潟市立 関 屋 中

愛    知

愛 知 淑 徳 中

劉ヽ池由扶子

藤井 裕絵

六郷 由香

伊藤 千恵

岡井 裕子
和田 陽子

1983

第

“

回

新庄「1,

単
熊    本

熊 本 市立 帯山中
古田三恵子 松尾 知美

青   森

弘 前 市 立

弘 前 第 一 中

高屋  仁 三上 明子

茨   城
明野町 立 明野 中

岡    山

備 前 市立備 前中

松本 啓子

西林 昭子

熊 本
今村 孝行

西沢紀代美

千    葉
長柄町立 昭栄 中

滋    賀

草津 市立 草津 中

村上 文江

行方 紀子

出中 美和

河村 祐子

熊本市立京陵中 林 美布

森
高屋  仁 乳井 智秋

大    阪

四 条 畷 学 園 中

熊    本

熊 本 市 立 京 陵 中

利用1 責子

戸泉和加子
弘前市立第一中

複
熊    本

菊池市立菊池南中
西村 亮子

安逹 優子

毛利 千秋

1984

第14回

大阪市

単
埼    玉

越 谷市立 栄進 中
加藤  勝 棒  匡子

複
熊    本

熊 本 市 立 楠 中
長野  寛

江良 智子

工藤 雅代

大   阪

四条畷学 園中
杉田 忠邦

1り |1 実子

三ツ川貴子

茨   城

石 岡 市立 石岡 中

大    阪

大阪市 立 旭陽 中

塚沢 昌子

鬼沢 絹代

前田 香代

山下 春美

今村 孝利

古岡 徳子
松本 理恵

山    梨

甲府市立甲府北中

北  海  道

室 蘭 市立東 明中

日原恵美理

三上 直子

加藤  勝
山内 賢春

船津 佳子

加賀ゆか り

北  海  道
陸 別 町 立 陸 別 中

兵    庫

加石 川市立中部中

岩議奇者翌量子

田中 範子

吉田 悦子

三浦亜紀子

1985

第15回

登別市

単
熊    本

熊 本市立 西原中

複
熊

熊 本

1   木

市立菊池南

坂  為清 宮村 愛子
熊 本

熊本市立京陵中

萩原 一光

堀井 尚美

中原 敬子

甲斐 美和
埼   玉

越谷市立栄進中
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昭和61年度 第 16回 全国中学校選抜バドミントン大会実行委員会

員 信 一 (栃中体連 会長 )

文 司 (専 門部  部長 )

栄 一 (栃中体連理事長 )

増 雄 (栃中体連 顧間 )

和 信 (栃中体連 理事 )

一 之 (専門部 委員長 )

信 弘 ( ″  真岡中 )

稔

紀

和

作

井

原

中

島

房

池

辺

渕

田

伯

野

大

小

渡

増

嶋

佐

久

問

委

副

　

　

顧

委  員

長

長

事 務 局 長

事 務 局 次 長

総     務

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

施     設

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

審     半1

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

コ塁

塚

田

川

男 (県協会 理事長 )

子 (専門部 副部長 )

雄 (県教委指導主事 )

造 (専門部 前部長 )

井

藤

塚

田

井

崎

塚

保

叉

本

中

井

本

川

女月

別

斎

大

森

荒

山

飯

久

川

坂

田

武

坂

綱

五

伯

地

田

野

井

野

原

辺

橋

井

井

本

井

長

堀

橋

佐

菊

上

久

新

舘

篠

渡

高

石

永

松

臼

神

大

高

一 之

三 郎

精 一

信 弘

毅

政 男

隆

渡

正 義

佳 子

佐賀恵

久 子

康 子

信 夫

円

フ ミ子

(市教委

(市協会

館長 )

理事長 )

(専 門部 山前中 )

(県協会 真工高 )

(専 門部  桑中 )

( ″ 泉が丘中 )

( ″  中村中 )

( ″  足西中 )

( ″  中村中 )

( ″  真岡中 )

( ″  4ヽ三中 )

( ″  鬼怒中 )

( ″  豊岡中 )

( ″  山辺中 )

渡 部 建 夫 (中 体連事務局長 )

晃 (県協会  理事 )

倍 (県協会  理事 )

哲 雄 (体育館  次長 )

昇 (県協会 真女高 )

美恵子 (県協会家庭婦人 )

秀 男 (専門部 4ヽ二中 )

淳 ( ″  毛野中 )

正 (体育館  主事 )

和 子 (専 門部上三川中 )

洋 子 ( ″  大内中 )

光 重 ( ″  栃南中 )

祥 子 (県協会 宇農高 )

子 (専門部 一条中 )

玲 子 ( ″  茂木中 )

正 光 ( ″  河内中 )

新 井

橋 本

桜 井

宇賀神

川 上

毅

由美子 (専門部

幸 雄 ( ″

澄 生 ( ″

由美子 (体 育館

芳賀中 )

市貝中 )

陽北中 )

主事 )

雄

弘 (専門部 大平中 )

信

哲

光

和

令

耕

野

塚

塚

井

田

田

久

大

石

国

堀

福

政野

藤

舘

須

田

原

川

原松

森

篠

新

小

弘

雄

清 (体育館  係長 )

子 (専門部 茂木中 )

子 ( ″ 真岡東中 )

夫 (体育館  主事 )

昇

隆

稔 (専門部

唯 弘 ( ″

東陽中 )

」ヽ三中 )
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記 録 報 道

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

式     典

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

宿   交 通

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

救 護 衛 生

(委 員 長 )

(委  員 )

財     務

(委 員 長 )

(副委員長 )

(委  員 )

秀 男

渡

浩 (専 門部間 々田中 )

文 男 ( ″  石橋中 )

雅 伸 ( ″  今市中 )

純 敬 ( ″  4ヽ 山中 )

崎

辺

部

　

藤

藤

山

渡

阿

長

内

伊

村

口

吉

古

扇

正

　

和

京

英

静

橋

保

叉

谷

　

本

高

久

川

古

森

橋

女

瀬

藤

月五

猪

斎

井

本

崎

本

永

坂

篠

坂

飯 塚

松 井 智

吉 川1 政

′」ヽ  り||

淳

之 (専 門部

雄 ( ″

浩 (  ″

桑中 )

足三中 )

落合中 )

義

正

子

子 (専門部

治 ( ″

江 ( ″

石 井 佳 子

芳賀中 )

本郷中 )

足北中 )

三津子 (専 門部

節 子 ( ″

延 子 ( ″

益子中 )

足三中 )

旭 中 )

佐賀恵

洋 子

達 剛 (専 門部

高 之 ( ″

宇付中 )

真岡中 )

子

子 (専門部 真岡中 )

正 光

藤 衛 (専 門部上三川中 )

亘 ( ″  益子中 )

金 子 典 子 (専門部久下田中 )

久

恵

本

藤

松

佐

光

康

啓

中

井

島

田

臼

尾

重

子

子 (専門部 真岡中 )
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ヨネンクスジヨイントレスラケント

l, fuc,.>.<>tv72a'rf

●トルク比較図

CAB‐20  ,JfF。み雀轟¥16′000
色/マ リンブルー・セビア 100%高 弾性カーボン(高 密度設計)

夕薄 鴛 %¥13′000
高 弾性 カーボン +グラスフアイバ ー

CAB・18
色/シルバー・ゴールド

またここに、世界特許丁型ジョイントを内蔵臥
なかからハイパワーを引き出します。
凄いことはいつもヨネツクスから。
高密度設計といわれる100%高弾性カー

ボンを使用したCA3-20。 そして高弾性カ

ーボンとグラスファイバーを採用したCAB―

18。 共通していることは、世界から注目され

ているヨネックス独自のT型ジョイント内蔵

ということで■,この技術のなによりの特長は、

かってないほど最小限にラケットのトルタを

押え、ラケット面を安定させ、そのうえ広い

スウイートスポットが得られるというもの。ちな

みに、他のジョイントレスラケットに比べると、

CAB-20はなんと38%、 CAB-18は 259′ 6も

フレームのねじれ (トルク)を きっちり押えて

ヨネックスならではの技術です。今、ジョイン

トレスラケットは新しい、とはいえ真のジョ

イントレスラケットはどれかといえば、まさに

このシリーズ。世界一流プレイヤーからは

もちろん、バドミントンをされるすべての方か

ら、熱い視線を浴びる理由は、ここにあり。

Cod〕onex``X)

あります。つまりこの違いカミ他に類を見な CorbOnex € 4.[ cap8oN Gp^pHrrt

い強烈なスイングパワーと安定し

たコントロール性 を生み

出します。これぞ
BUILT-lN T― 」01NT(内蔵T型 ジョイント)

PAT No/アメリカ:4575084ベルギー:9oo154南 アフリカ184/5176

特許 。実用新案申請中 /日 本 、イギリス、インドネシア他世界 12ヶ 国

T型ジョイント

カーボン多重積層構造

●
■

Ｌ
■
１
１
■
ア

ロ
■
¨

■
■
¨
　

　

　

“

■
，

日
■
¨

一
■
口

　

　

　

　

■̈
■
”

６
）
置
ロ

ー
円

一つ

薔
燿

自
僣
＝し し

ム
ｎ■

■
¨

型

Ｅ

■
■

ワ ワ

0

膠
ト卜

｀


